
2
0
1
0
年
10
月
21
日
、韓
国
土
木
学
会

年
次
総
会（
会
議
全
体
は
10
月
20
～
22
日

で
、仁イ

ン
チ
ョ
ン川
市
に
て
開
催
）に
お
い
て
、日
韓
建
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。今
回
の

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
初
め
て
の
開
催
で
、韓
国
土
木

学
会
か
ら
日
本
の
土
木
学
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委

員
会
小
澤
一
雅
委
員
長（
東
京
大
学
大
学
院
教

授
）を
招
待
し
た
い
と
の
話
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

　

日
本
側
か
ら
は
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
よ
り

小
澤
委
員
長
ほ
か
、渡
邊
法
美
委
員
、田
村
哲
委
員

森
望
委
員
3
名
が
出
席
し
た
。こ
の
特
別
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、日
韓
双
方
か
ら
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
の
活
動
状
況
、さ
ら
に
日
本
側
か
ら
は
、公
共
調

達
シ
ス
テ
ム
、地
質
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、韓
国
側

か
ら
は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
、グ
リ
ー
ン

＆
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
建
設
の
展
開
を
発
表
し
、意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

こ
の
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
情
報
交
換
・
意
見
交

換
を
通
し
て
両
委
員
会
は
、相
互
の
協
力
推
進
を

目
的
に
、小
澤
委
員
長
と
韓
国
土
木
学
会
建
設
工

学
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会S

eung H
eon H

an

委
員
長
と
の
間
で
協
定
を
取
り
交
わ
し
た
。協
定
で

は
、①
共
同
研
究
、②
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
の
科
学
技
術

会
合
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
、③
研
究
成
果
、

出
版
、お
よ
び
そ
の
他
研
究
・
教
育
情
報
の
交
換
、

④
そ
の
他
両
者
の
合
意
に
よ
る
研
究
お
よ
び
教
育

に
関
す
る
協
力
と
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、来

年
度
は
日
本
側
が
招
へい
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

（
森
望（
国
交
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
総

合
技
術
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
官
））

◎
文
化
功
労
者�

�

・
中
西 

準
子
：
正
会
員　

72
歳�

�

　
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）

◎
旭
日
大
綬
章

◦ 

泉 

信
也
：
正
会
員　

73
歳�

�

（
元 

国
土
交
通
副
大
臣
）

◎
瑞
宝
中
綬
章

◦ 

荒
井 

治
：
正
会
員　

71
歳

（
元 

関
東
地
方
建
設
局
長
）

◦ 

岩
松 

幸
雄
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

76
歳

（
元 

福
島
工
業
高
専
校
長
）

◦ 

岡
田 

朋
：
正
会
員　

75
歳

（
元 

四
国
地
方
建
設
局
長
）

◦ 

住
吉 

幸
彦
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

70
歳

（
元 

土
木
研
究
所
長
）

◦ 

藤
田 

嘉
夫
：
名
誉
会
員　

81
歳

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

◦ 

和
里
田 

義
雄
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

70
歳

（
元 

国
土
地
理
院
長
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

◦ 

伊
佐
治 

敏
：
名
誉
会
員　

71
歳

（
元 

愛
知
県
土
木
部
長
）

◦ 

大
橋 

義
彦
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

70
歳

（
元 

四
国
地
方
建
設
局
道
路
部
長
）

◦ 

小
室 

彬
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

70
歳

（
元 

建
設
大
学
校
副
校
長
）

◦  

櫻
井 

正
憲
：
正
会
員　

70
歳

（
元 

第
五
港
湾
建
設
局
長
）

◎
瑞
宝
双
光
章

◦ 

埜
本 

信
一
：
正
会
員　

72
歳�

�

（
元 

中
部
地
方
建
設
局
静
岡
国
道
工
事
事
務
所

長
）

土
木
学
会
で
は
学
術
交
流
基
金
を
活
用

し
、ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
ト（S

tudy 

Tour G
rant

：S
TG

）と
称
し
、毎
年
海
外
協
定

学
会
の
推
薦
を
受
け
た
土
木
技
術
者
を
日
本
へ
招
へ

い
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。従
来
は
若
手
技
術

者
を
対
象
に
招
へい
し
て
い
た
が
、昨
年
度
か
ら
は
教

育
上
の
効
果
や
ま
た
日
本
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
、招
へい
の
対
象
を
学
生
と
し
、

人
数
も
4
名
に
増
員
し
た
。そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
昨

年
招
へい
し
た
学
生
の
日
本
の
大
学
へ
の
留
学
が
決

ま
る
な
ど
、さ
っ
そ
く
そ
の
成
果
が
出
て
い
る
。

　

さ
て
、本
年
度
は
、韓
国
のM

r. K
im

 S
eong-

Jun

、モ
ン
ゴ
ル
のM

s. G
ansukh Tserenjargal

、

ト
ル
コ
のM

r. A
ltin N

ezih

、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

M
r. N

agara C
akra

の
4
名
を
招
へい
し
、都
内
を

中
心
に
精
力
的
に
視
察
し
た
。

　

日
本
滞
在
は
、9
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
の
1

週
間
で
、土
木
研
究
所
、鹿
島
技
術
研
究
所
、早
稲

田
大
学
な
ど
わ
が
国
を
代
表
す
る
研
究
・
教
育
機

関
、東
京
湾
臨
海
大
橋
、日
比
谷
共
同
溝
の
工
事

現
場
な
ど
を
訪
問
し
、積
極
的
に
情
報
の
収
集
を

行
っ
た
。9
月
18
日
に
は
、土
木
学
会
学
術
交
流
基

韓
国
土
木
学
会
全
国
大
会

日
韓
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別

セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催
と
協
定
締
結
の

報
告

平
成
22
年
度

秋
の
文
化
功
労
者
、叙
勲
受
章
者

（
五
十
音
順
、敬
称
略
）

平
成
22
年
度
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

グ
ラ
ン
ト
報
告
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写真1　�協定書にサインし握手を交わす小澤委員長（右）と
Han委員長

写真1　東京湾臨海大橋工事現場からの移動中の船上にて



金
が
支
援
す
る
第
12
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
マ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
日
本
大
学
に
て
実
施
）に
て
、日
本

で
の
視
察
先
、訪
問
先
に
つ
い
て
知
見
、所
感
を
発

表
し
て
S
T
G
を
終
え
た
。

　

短
い
滞
在
期
間
で
あ
っ
た
が
、わ
が
国
の
土
木
事

業
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
土
木
技
術
の
高
さ
、土

木
国
際
教
育
の
整
備
さ
れ
た
環
境
を
知
り
、強
い
印

象
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。将
来
の
各
人
の
活
動
の

範
囲
を
広
げ
る
契
機
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

同
時
に
、今
後
、各
国
の
協
定
学
協
会
と
土
木
学
会

と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

い
た
い
。

（
和
田
一
範（
学
術
交
流
基
金
管
理
委
員
会
幹
事

長
））

2
0
1
0
年
6
月
9
日
に
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
に
お
い
て
、Turkish C

ham
ber 

of C
ivil E

ngineers

（
ト
ル
コ
土
木
学
会
）と
土
木

学
会
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
に
関
す
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。土
木
学
会
コ
ン
ク
リ
ー
ト

委
員
会
で
は
、過
去
に
台
湾
、モ
ン
ゴ
ル
、韓
国
、ベ
ト

ナ
ム
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、ギ
リ
シ
ャ
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ

ナ
ー
を
行
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
さ
ま
ざ

ま
な
国
と
協
力
関
係
を
築
い
て
き
て
い
る
。今
年
度

は
、土
木
学
会
ト
ル
コ
分
会
と
協
力
し
て
ジ
ョ
イ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、ト
ル
コ
分
会
の
一
行
事
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、土
木
学
会
ト
ル
コ
分
会
長
の
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
工
科
大
学Zeki H
ASG

Ü
R

教
授（
写
真
1
）

の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。挨
拶
で
は
、日
本
、ト
ル
コ
と
も

に
地
震
国
で
あ
り
、日
本
は
1
9
9
5
年
の
兵
庫
県

南
部
地
震
、ト
ル
コ
は
1
9
9
9
年
のIzum

it 

地
震

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
多
大
な
被
害
が
出
た
こ

と
と
、多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
、耐
震
技
術
の
向
上
も
含
め
日
本
と
ト
ル
コ
の
協

力
関
係
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
話
さ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
約
80
人
の
ト
ル
コ
の
技
術
者
の
方

た
ち
に
対
し
、日
本
側
か
ら
4
件
、ト
ル
コ
側
か
ら
5

件
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。日
本
側
か
ら
は
、武
若
耕

司
氏（
鹿
児
島
大
学
教
授
）が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準

示
方
書
に
基
づ
く
港
湾
構
造
物
の
耐
久
性
設
計
と

維
持
管
理
計
画
に
つ
い
て
、内
田
裕
市
氏（
岐
阜
大

学
教
授
）が
土
木
学
会
の
高
強
度
と
高
靱
性
セ
メ
ン

ト
系
複
合
材
料
に
関
す
る
設
計
・
施
工
指
針（
案
）

の
概
要
に
つ
い
て
、中
村
光
氏（
名
古
屋
大
学
教
授
）

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
の
耐
震
性
能
照
査
の

考
え
方
と
近
年
の
耐
震
性
能
照
査
技
術
の
進
歩
に

つ
い
て
、鎌
田
敏
郎
氏（
大
阪
大
学
教
授
）が
P
C
構

造
物
の
グ
ラ
ウ
ト
充
填
状
況
の
非
破
壊
検
査
技
術

に
つ
い
て
、講
演
が
行
わ
れ
た
。出
席
者
か
ら
は
日
本

の
技
術
に
関
し
て
多
数
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　

一
方
、ト
ル
コ
か
ら
は
、ト
ル
コ
の
建
築
物
の
耐
震

基
準
の
改
訂
内
容
、ボ
ス
ポ
ラ
ス
ト
ン
ネ
ル
で
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
品
質
管
理
方
法
、低
品
質
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
用
い
ら
れ
て
い
る
既
存
建
物
の
耐
震
性
能
な

ど
、ト
ル
コ
特
有
の
問
題
が
主
に
講
演
さ
れ
た
。そ
れ

ら
の
講
演
の
中
で
は
、ボ
ス
ポ
ラ
ス
ト
ン
ネ
ル
で
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
管
理
方
法
に
は
日
本
の
マ
ス
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
関
す
る
技
術
が
適
用
さ
れ
、建
築
の

耐
震
基
準
で
も
日
本
の
成
果
が
応
用
さ
れ
て
い
る

な
ど
、日
本
の
技
術
が
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、本
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
は
、公
益
信
託
土

木
学
会
学
術
交
流
基
金
に
よ
る
助
成
を
受
け
、実

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表

す
る
。

（
中
村
光（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会 

国
際
関
連
小
委

員
長　

名
古
屋
大
学
大
学
院 

教
授
））

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
に
関
す
る

ト
ル
コ
─
日
本
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ

ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
る

写真2　�セミナー関係者
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写真1　�挨拶をするProf.�Zeki�HASGÜR土木学会トル
コ分会長


